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イベント概要 

 

[企業名]    日本 BS 放送株式会社 

 

[企業 ID]    9414 

 

[イベント言語]  JPN 

 

[イベント種類]  決算説明会 

 

[イベント名]   2024 年８月期第２四半期決算説明会 

 

[決算期]     2024 年度 第２四半期 

 

[日程]      2024 年４月 17 日 

 

[ページ数]    29 

 

[時間]      16:00-17:00 

        （合計：60 分、登壇：45 分） 

 

[開催場所]   インターネット配信 

 

[登壇者]     1 名 

           代表取締役社長 近藤 和行（以下、近藤） 
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登壇 

 

山本：皆様、こんにちは。本日は日本 BS 放送株式会社、ウェブ説明会にご参加いただき、誠にあ

りがとうございます。 

まず、はじめに本日の出席者をご紹介いたします。代表取締役社長、近藤和行です。私は営業局の

山本です。本日は司会を務めさせていただきます。どうぞ、最後までよろしくお願いいたします。 

本日の進行ですが、社長の近藤より決算概要等についてご説明させていただき、その後、質疑応答

へと進んでまいります。 

それでは、これより会社説明へ移らせていただきます。近藤社長、よろしくお願いいたします。 

 

近藤：本日はお忙しい中、日本 BS 放送、BS11 の 24 年 8 月期第 2 四半期決算説明会にご参加い

ただき、誠にありがとうございます。代表取締役社長の近藤です。 

この 24 年 8 月期は 2020 年の新型コロナウイルス発生から 4 年が経ちました。その間、人々の行

動様式が大きく変わったり、経済活動が元に戻っていく中で、メディアを取り巻く環境は極めて大

きく変化している時代に入ったと認識しております。 

その中で BS11 は、大きく三つテーマを掲げております。一つ目は総合編成を行っているテレビ局

として、信頼できるメディアを目指すことです。二つ目は後にご説明いたしますが、当社の重点施

策として掲げている Value3 を推進していくこと。三つ目は近年、東京証券取引所などから要請が

出ておりますが、資本コスト、あるいは株価を意識した経営の実現に向けて、市場との対話を強化

していくこと。この三つであります。 

この三つをテーマに、BS11 は今期さまざまな取り組みを行ってまいります。本日は、どうぞ最後

までお付き合いいただけますと幸いです。 

では、ご覧いただいておりますスライドの項目に沿ってお話を進めさせていただきます。まずは会

社の基本情報について説明いたします。 
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当社は東京御茶ノ水に本社を構える、全国無料放送の BS テレビ局です。地上波キー局系の BS 放

送は 2000 年に始まっております。わが社は 7 年遅れの 2007 年 12 月にスタートしています。いわ

ゆる後発組ではございますが、2022 年には開局 15 周年を迎えることができました。 

まず経営理念は、「質の高い情報を提供することで人々に感動を与え 幸せな世界づくりに貢献し

ます。」、経営ビジョンは「豊かで癒される教養娯楽番組と、中立公正な報道、情報番組を発信

し、価値ある時間を約束します。」、そうした経営理念とビジョンの下で、番組の制作や放送を行

っております。 

当社の沿革につきましてご紹介いたします。当社は 1999 年、データ放送の時代、ビックカメラに

よって設立され、2007 年から BS デジタルハイビジョン放送を始めました。その後 2014 年に東京

証券取引所へ上場、一昨年 22 年の市場再編を経て、現在は東京証券取引所のスタンダード市場に

上場しております。 

次に、BS 放送事業についてご説明いたします。BS とは、放送衛星を利用した放送のことでござい

ます。東経 110 度に打ち上げられた衛星に向けてデータを送出、アップリンクしまして、その衛
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星から各家庭のパラボラアンテナを経由して、番組を視聴することができる仕組みになっておりま

す。 

 

 

 

近年のテレビは BS デジタルアンテナチューナーがほぼ内臓されていることが多く、2020 年の調

査時点での BS の普及率は、全世帯の 7 割超まで進んでいる状況でございます。 

BS 放送と地上波放送は何が異なるのか。ただ今申し上げましたように、衛星を経由しているか否

かによって違います。地上波放送は電波塔を経由して電波を繋いでいく仕組みですが、BS 放送は

衛星を経由して全国 1 波で番組を家庭にお届けできる。 

そうすると何が違ってくるかというと、コスト構造に大きな違いが出てきます。電波塔等のネット

ワーク維持費が BS 放送はかからないということで、地上波と同じ番組とか CM を流す場合でも、

よりコストを抑えて効率良く放送することができる。そういう特性があります。 
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ご覧いただいています左の青いグラフ、これはテレビ広告全体の推移を示しております。そして右

側に拡大しております赤いグラフ、これは私たちの BS に CS、いわゆる通信衛星を加えた衛星メ

ディア全体の広告費の推移となっております。 

2020 年に新型コロナウイルスが発生したときには、地上波、衛星放送ともに市況の落ち込みが見

られましたけれども、2021 年以降は徐々に回復傾向にあることが分かると思います。 

テレビ広告全体でおよそ 2 兆円の広告出稿市場がありますが、広告出稿に関しては費用対効果がま

すます重要視されている昨今です。そんな中、全国一波で相対的に安価に番組や CM、コマーシャ

ルを届けることができる。そういう衛星メディア・衛星放送のメリットをより理解していただけれ

ば、今後も十分に BS メディアの市況を拡大していけると考えております。 

続きまして当社 BS11 の特徴についてご説明いたします。一つ目は、キー局系に属さない独立系の

放送局です。だからこそ自由なコンテンツの制作、展開、編成が可能になっている特徴がまずござ

います。 
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二つ目はドラマ、アニメ、競馬、さまざまな多岐にわたるラインナップ編成によって、若い方から

年配の方まで、幅広い年齢層の視聴者にご視聴いただいていることです。 

三つ目が、親会社が家電量販店のビックカメラであることです。当社が発信する番組コマーシャル

の放送に加えて、ビックカメラの店頭で消費者へのダイレクトなコンタクトポイントが持てる。そ

ういうリアルな接触が持てるという企画を展開できる特徴があります。そこがキー局系とは大きく

異なる点だと考えています。 

これら三つの主な特徴によって、多くのクライアントや視聴者の皆様に選ばれるテレビ局、そうし

たかたちでこれまで成長を続けてまいりました。 

 

 

 

ご覧いただいているのは、4 月クールのタイムテーブルです。当社は地上波ネットワークに属して

いない独立放送局のため、当社独自の自由な編成が可能となっています。 
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平日の日中帯は、主に女性の 50 歳以上、F3、F4 層といった主婦層をメインターゲットとして、

ドラマゾーンを編成しております。土日の日中帯では、M3、M4 層、主に 50 歳以上の男性を想定

した、競馬の生中継を配置しております。 

ゴールデン、プライムといわれる夜帯ですが、ここは自社制作の報道番組、あるいは紀行番組を編

成しており、深夜には業界屈指の多数のアニメコンテンツを放送しております。 

このようにそれぞれの時間帯、視聴者層に合った番組編成を行うことで、幅広い層の視聴者の皆様

に番組を視聴いただいております。 

さらに 2018 年には出版社である理論社、国土社の 2 社の株式を 100%取得して、連結子会社化し

ております。現在は両社の IP を生かした映像コンテンツを制作し、放送や配信しております。両

社とも協業を積極的に、これからも推進していきたいと思っております。 

ここで、当社の業績の推移についてご説明いたします。 
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売上に関しましては新型コロナウイルスの影響を受け、2020 年 8 月期に前期比で減収となりまし

たが、以降は回復傾向を続けております。直近の 23 年 8 月期、連結ベースで 124 億円の売上を達

成することができました。 

営業利益、あるいは当期純利益につきましてはコストコントロールを徹底しながら、一方でコンテ

ンツへの投資は積極的に行っている状況です。 

このほか自己資本利益率、ROE は 23 年 8 月期で 6.3%となっております。後ほど詳しくご説明い

たしますけれども、広告市況が弱含んでいる中、当社は放送事業を引き続き収益の柱としつつも、

配信等をはじめとした放送外の事業を積極的に展開しております。業績拡大に向けて、さらに企業

活動を展開していきたいと考えております。 

 

 

 

最後に、当社の人的資本に関する取り組みについてご説明いたします。当社では人的投資を人材の

多様性による独自性の創出を目的に、大切な成長投資と位置づけております。 
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基本方針は記載の通りですが、具体的な施策といたしましては中途採用、女性社員の割合を重視し

たダイバーシティの確保、あるいはリーダー層のマネジメントや若手社員の成長強化を掲げた人材

育成。最近はフレックスタイムや在宅勤務制度の拡充、多様な働き方を行うことで、社員のパフォ

ーマンス向上を支える。そういう社内環境整備を進めてまいりたいと思っております。 

 

 

 

続きましては、2024 年 8 月期の第 2 四半期の業績についてご説明したいと思います。ご覧いただ

いているのは第 2 四半期の業績ハイライトでございます。連結、単体とも減収減益という内容です

が、ポイントは営業利益の前年比の減益幅は 2 桁ですけれども、予算ベースですと計画を上回るペ

ースで積み上げてきている現状でございます。その内容については、これから説明したいと思いま

す。 
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理論社、国土社と合わせた連結業績についてでございます。中間期の売上高は 59 億 3,600 万円

で、前年同期比では 1.7%減と少し足りませんでした。計画比、予算比でも 0.8%のわずかな未達と

なっております。放送収入が減収となった一方で、子会社の出版 2 社の売上が前年同期比で好調に

推移いたしております。 

営業利益に関しましては 9 億 2,700 万円で、同じく 16.4%の減、未達でございます。ただ先ほど申

しましたように計画比、予算比では営業利益 12.2%の達成超過です。当期純利益は 6 億 4,200 万円

で、前年同期比では 15%の減ですが、これも計画比では 12.6%の超過と順調に積み上がっている

次第でございます。 

営業利益に関しては 2023 年、去年の 4 月に実施しましたスタジオ設備の改修に伴う償却負担の増

加で、前年同期比で減益となりましたが、計画比では番組関連費用、放送関連費用が抑制できたほ

か、子会社の収益の改善等によって 2 桁の増加となりました。 
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連結の貸借対照表、バランスシートはご覧のとおりです。総資産は 248 億 700 万円、純資産は利

益剰余金の計上によって、227 億 8,500 万円となりました。 

キャッシュ・フローの状況についてご説明いたします。営業活動によるキャッシュ・フローは 11

億 8,400 万円のキャッシュインとなりました。着実に純益を積み上げてきた結果でございます。 

続きまして、投資キャッシュ・フローにつきましては 900 万円のキャッシュアウトとなりまし

た。前年は大規模なスタジオ設備更新を実施し、これはわが社にとって大きな設備投資でした。今

期は大きな設備投資は実施しておりません。 

三つ目の財務キャッシュ・フローは、4 億 6,300 万円のキャッシュアウトとなりました。株主還元

施策強化の一環として増配いたしましたので、その配当金の支払が主な要因でございます。 
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続きまして個別の業績についてご説明いたします。売上高は記載のとおり 55 億 4,700 万円、前年

同期比で 3.0%足りず、減。計画比でも 3.2%の未達となっております。タイム収入が好調だった一

方で、スポット収入、その他収入が弱含んだ結果です。 

営業利益につきましてはアニメコンテンツの強化と充実を図る一方で、番組関連費用、放送関連費

用を効率的に運用した結果、23 年 4 月のスタジオ設備更新に伴う減価償却負担の増を吸収するこ

とができました。その結果、営業利益は 9 億 2,000 万円、前年同期比だと 19.4%減ですが、計画

比、予算に対しては 5.2%超と、利益は着実に積み上がっている状況でございます。 
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第 2 四半期の個別の売上高につきまして、売上セグメント別にご説明します。タイム収入に関しま

しては、通販枠の強化、拡充を行いまして、前年同期に比べて 0.4%増の 40 億 900 万円で着地い

たしました。 

一方、スポット収入は全体では新規取引先の開拓等、セールス活動を強化したことで純広スポット

は好調に推移しましたが、一方で通販に関する通販スポットは市況が引き続き軟調です。その影響

を受けまして、全体では前年同期比 11.4%減の 11 億 6,400 万円となっております。 

その他収入は番組関連イベント等のイベント収入が好調でしたが、前年は人気アニメ作品の配当収

入が非常に良く、その反動減があり、全体では前年同期に比べて 9.3%減の 3 億 7,300 万円にとど

まっております。 
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同じく第 2 四半期、中間期での費用の状況についてご説明します。まず原価部門です。番組関連費

用は 18 億 3,000 万円で、前年同期に比べて 1.9%減となりました。編成戦略に基づき、アジアドラ

マの放送枠の変更を効率的に進めました。内訳の番組購入費は、前年同期に比べて 24.3%減の 1 億

5,100 万円と抑制できたことが、主な要因です。 

番組制作費に関しましては、引き続き人気アニメコンテンツの製作委員会への積極参加によって

16 億 7,800 万円、前年同期比では 0.7%と、わずかに増えた状況です。 

放送関連費用につきましては 2 億 7,600 万円、前年同期比 13.8%の減少となりました。去年の 4

月、スタジオ設備を更新した際に、スタジオを別途代替で確保する必要があり、その費用が膨らん

でいましたが、今期はスタジオ設備更新が実現したため、この関連費用については大きく減少し、

その分費用は減ったという内容でございます。 

原価に続いて、販管費です。ここに関しましては広告関連費用が 4 億 600 万円、前年同期に比べ

1.7%減となりました。 
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個別の貸借対照表はご覧のとおりです。総資産は 243 億 5,200 万円、純資産は利益剰余金の計上

なんかによりまして、226 億 7,600 万円となっております。 

以上が 24 年 8 月期第 2 四半期の決算業績でございます。 
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続きまして、24 年 8 月期の通期計画についてご説明します。まず連結の通期計画につきまして

は、売上高は 126 億円、前期比 1.5%増。営業利益は 19 億 1,000 万円、前期比 3.7%減。経常利益

は 19 億 1,000 万円、同じく前期比 5.2%減。当期純利益は 13 億 1,800 万円、前年比で 4.9%減とい

うことで、期初の通期予想を据え置いております。 
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続きまして個別の通期計画についてご説明します。売上高は 119 億円で前期比 2.4%増、営業利益

は 19 億円ちょうど、前期比 3.6%減。経常利益は 19 億円、前期比 3.8%減。当期純利益は 13 億

1,100 万円、前期比 3.8%減を計画しております。 

今期は外部要因としてスポット市況が弱含んでいる影響を受けており、内部要因としては約 10 年

サイクルで発生する放送設備の更新に伴う減価償却費の影響を大きく受けており、コストは比較的

大きく計上しないといけない期でございます。 

そうした厳しい状況をカバーすべく、タイムセールスを中心とした放送事業では、新規のクライア

ントの開拓、既存クライアントの取引の促進、クライアント様のきめ細やかな要望に対応すること

で販売の強化を引き続き行っていきたいと思っております。 

そのほか自社制作番組の販売、あるいはコンテンツの様々なプラットフォームを利用した配信、あ

るいは関連するイベントの推進、アニメ関連コンテンツへの投資等を積極的に展開してまいりたい

と思っております。 
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続きまして、当社の基本戦略についてご説明します。当社は今期の基本戦略、重点施策として、6

つの力と Value3 を掲げております 

6 つの力とは実行力、改革推進力、戦略構築力、変化対応力、マーケティング力、企画力を指して

おり、社員の知恵と知識を結集して、戦略を強力に実行していくことを掲げております。 

一方の Value3 とは、ただ今申し上げました 6 つの力を具現化するための重点施策でございます。

上から順番にコンテンツ価値の最大化、投資最適化へ向けた意識改革、放送周辺事業の強化と発展

の三つを掲げております。 

この基本戦略、重点施策は冒頭お話ししたポストコロナ・ポストデフレといった本格的なインフレ

社会を見据え、それらに対応すべく、マルチ展開可能なコンテンツの創造力の強化、あるいはアニ

メ配信事業の積極的な事業展開を進めてまいりたいと思っております。 
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これら三つの重点施策の下で、今期 24 年 8 月期の上期に実施しました番組の施策についてご説明

します。まずは当社の自社制作番組についてです。 

当社では報道のほか、紀行・教養、スポーツ、エンタメといった幅広いジャンルの自社制作番組を

レギュラー放送しております。このページでは上期に放送いたしました、自社制作によるレギュラ

ー番組の一部を掲載しております。 

追加でコメントしますと、歴史教養番組『偉人・敗北からの教訓』は M3 といわれる男性の 50 か

ら 65 歳辺りの年齢層を中心にして、多くの視聴者にご視聴いただいており、当社の人気コンテン

ツの一つです。 

また上期にはレギュラー番組の自社制作に加えて、特別番組も多数制作しました。『WBSC U-18

ベースボールワールドカップ』や、『BFA アジア選手権野球 日本対チャイニーズタイペイ』を放

送し、非常に話題性の高い大型スポーツコンテンツとして、タイムセールス、スポットセールスを

けん引する等、業績に貢献しました。 
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このほか新規視聴者の獲得を目的に、昭和の大スター・三波春夫さんの素顔に迫った『三波春夫 

あなたに逢いたい』や、江口洋介さんが出演する音楽トーク番組『御茶ノ水 GUITAR SPIRITS！』

等、多数展開しました。 

 

 

 

また、当社はネットワークに属さない独立放送局としての特徴を生かし、番組の共同制作をはじ

め、他社とのコラボレーションを積極的に行っております。京都といえば BS11 という、ブランド

力もかなり上がってきたかと思います。京都の魅力を発信する紀行教養番組、『京都浪漫  悠久の

物語』は KBS 京都放送と一緒に共同で番組制作をしており、女優の常盤貴子さんが出演している

『京都画報』という番組は、京都放送に加えて東京メトロポリタンテレビジョン、東京 MX と 3 社

で番組を制作しております。 

この二つの番組はそれぞれの独自のネットワークを活用することによって、京都をテーマにした数

ある紀行番組の中でも、かなり高画質な映像と内容の質の高さが評判となっており、当社の人気コ

ンテンツとしてご好評いただいている次第です。 
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さらに他社との協業では、去年 10 月より動画配信サービスの U-NEXT と協業し、世界のスポーツ

コンテンツから一押し映像をお届けするスポーツ番組、『ワールドスポーツ CLIP！Supported by 

U-NEXT』の放送を行ったほか、U-NEXT で話題の韓国ドラマを放送するドラマ枠、『韓流セレク

ション Supported by U-NEXT』も新設しております。 

こうした他局、他社様とのコラボレーション施策は、制作コストの低減ばかりでなく、番組クオリ

ティの向上と双方で、非常に効果的であると判断しております。今後も系列ネットワークに縛られ

ない当社だからこそできる施策としてこうした協業は広く進めてまいりたいと思っております。 

コンテンツの制作に加えて、当社では調達も積極的に行っております。BS の主な視聴者層といわ

れる M3/F3、M4/F4 は、男女とも 50 歳以上の方であり、そういった層と親和性の高い国内ドラ

マ、中国時代劇、ヨーロッパミステリー、韓国ドラマといったドラマコンテンツの調達はもちろ

ん、映画やキッズアニメ、スポーツなど、先ほどの 50 歳以上にかかわらない、幅広い層に人気の

あるコンテンツも積極的に調達し、編成することによって視聴者ニーズの充足に応えようとしてお

ります。 
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続きまして当社の人気ジャンル、アニメ関連コンテンツへの取り組みをご紹介いたします。当社は

開局以来、アニメ作品の放送を積極的に実施しております。現在でも毎クール 40 タイトル以上の

アニメ関連番組を放送しておりまして、地上波ネットワーク、BS 無料放送の中でもトップクラス

の数でございます。 

ご覧いただいているスライドの上部には、上期に放送した作品のうち、当社が出資した作品の一部

を掲載しています。上期に放送したアニメ作品のうち、18 のタイトルで製作委員会に参加してい

る次第です。 

さらにエンタメ総合情報番組『アニゲー☆イレブン！』や、歌手の森口博子さんが MC を務めるア

ニメソング番組『Anison Days』も放送しており、アニメファンの多様なニーズに合わせた番組を

制作・放送している次第です。 
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このほか、番組、コンテンツの放送だけでなく、アニメに関してはアニメイベントへの出展といっ

た放送外の取り組みも行っております。10 月には徳島市のアニメイベント「マチ★アソビ」や、

11 月は福岡県北九州市で開催された「北九州ポップカルチャーフェス」に出展いたしました。 

こうした地方でのアニメイベントに出展してアピールすることは、地方のアニメファンへの認知の

拡大、あるいは全国各地の視聴者様との貴重な接点として、非常に貴重な機会だと思っておりま

す。今後も積極的に実施してまいりたいと考えております。 

このほか、過去 3 年実施しておりますが、去年 7 月には株式会社ドワンゴ、文化放送との 3 社共

同で、日本最大のアニソンフェス「Animelo Summer Live」を開催いたしました。この内容は大晦

日に、ライブの模様を当社独占で放送しております。 

アニメ関連施策としてイベント等を幅広く実施した効果もあり、「アニメの BS11」というブラン

ド力・認知度も上昇していると考えております。 

今後も開局以来、長年アニメ業界との関係値や信頼関係を築き上げてきた協力関係を今後も生か

し、積極的に放送等の展開を行って、当社の強みをより生かしていきたいと考えております。 
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続きまして、配信放送周辺事業についてご紹介いたします。当社では放送したコンテンツ、あるい

は番組について、自社および外部のプラットフォーム、記事サイト、通販サイトなど、マルチに展

開しております。 

インターネット広告が台頭する中で、放送事業収入を収益の柱としながらも、配信や通販といっ

た、デジタル分野での新たな収益の確保に取り組んでまいりたいと思っております。こうした取り

組みは、インターネットの利用頻度が高い若年層を中心とした、新規視聴者の獲得、あるいは番組

ファンを拡大していくための施策としても、効果を発揮していると考えております。 

当社の配信、イベントに関する施策について、詳しくご説明いたします。まずは配信です。テレビ

で放送したコンテンツを自社、および外部の配信プラットフォームで有料、無料にて配信いたして

おります。 

主な配信先としては、無料の見逃し配信や課金による見放題配信を実施している、当社独自のプラ

ットフォーム、BS11＋、それから無料 BS ということではナンバーワンとなっております、27 万
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人の登録者数があります BS11 公式 YouTube チャンネル。また、民放ポータルサイト TVer での

配信も 2023 年 5 月から開始しており、さまざまなプラットフォームも活用しています。 

 

 

 

また近年は放送番組にとどまらず、配信でしか見ることのできないオリジナルコンテンツの制作に

も注力しています。歴史教養番組『偉人・敗北からの教訓』の収録では入り切らなかったアフター

トークをまとめたコンテンツ『偉人・こぼれ話』や、社内の公募企画で入社 2 年目の若手社員が発

案し制作した企画『アドベンチャーワールドのパンダたち』といった、幅広いジャンルのコンテン

ツを制作・配信しております。この『アドベンチャーワールドのパンダたち』は、配信を念頭にス

タートしましたが、3 月には深夜枠でテレビ放送する等、非常に幅広く展開できたと思います。こ

うしたことが人材育成、あるいはコンテンツ開発能力の底上げに対して有効な取り組みであると考

えており、これからも様々な可能性を探っていきたいと思っております。 
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当社のイベント企画についてご説明します。当社では旅行番組や報道番組、あるいはアニメ番組

等、幅広いジャンルの番組関連イベントを展開しております。こうしたイベントは局の認知、番組

の認知の拡大だけではなく、企業とのタイアップ案件の獲得といった収益拡大機会への取り組みと

しても、貢献していると思っております。 

文化放送とのコラボレーション施策として実施しているラジオコンテンツ『ワールドダイスター

RADIO★わらじ』では、その関連イベントも実施いたしております。こうした他社、他局とのイベ

ント協業は、規模の追求とともにコスト効率化の両面で貢献していると考えております。 
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最後に、配当についてご説明いたします。24 年 8 月期は前年に比べて 4 円の増配とし、期末配当

を 30 円とする計画です。その結果、24 年 8 月期の予想配当性向はおよそ 40%となっておりま

す。 

当社は 2023 年 8 月期から株主優待制度を廃止し、配当による株主還元に一本化しております。基

本的には株主の皆様への公平・公正な利益配分をこれからも目指していきたいと思っております。 

その背景としまして、最近の放送業界をめぐる経営環境が大きく変化し、ネットとの競争環境に備

えるべく、これまで内部留保の拡充や財務体質の強化を進めてまいりましたが、これまでに一定程

度の財務体質の強化が実現できたと判断しております。 

今後につきましては企業価値の向上、あるいは持続的な発展に向けて成長を確保するのは当然のこ

と、ステークホルダー、とりわけ株主の皆様のご期待に応えられるよう、経営資源や利益等の適切

な配分をしっかりと行ってまいりたいと考えております。 

以上をもちまして、24 年 8 月期第 2 四半期の業績についてのご説明を終了いたします。ご清聴あ

りがとうございました。  
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